















― 初学者と熟練者の着目点の比較を通じて ― 
 
A Suggestion to the Way of Skilled and Adequate Interpretation  
in the Star-Wave Test: 














学者である臨床家  6  名に描画の印象評定を依頼し因子分析を行った結果，初学者は「画面
構成（第Ⅰ因子）」「描画表情（第Ⅱ因子）」「アピール性（第Ⅲ因子）」に着目し，解釈の手
がかりとしていることが明らかとなった。さらに，先行研究において明らかとなった熟練者
の結果と比較したところ，初学者においては①着目点は  3  種に留まり，熟練者の判断基準
と比べてより未分化であること ②描画を一つの絵画として距離を置いて眺める視点が優勢 
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用いるよう推奨している6）。   
 高橋（1986）はこの方法にならい，樹木画テ
ストの解釈手順を「①全体的評価②形式分析③内



































































命感」「強調」「情景性」「整合性」の  4  つが特定さ
れ，熟練者はこれら 4 つを＜解釈の軸＞として，星
と波描画テストの読み取りを試みていることが明
らかとなった（表 1 ，表 2 参照）。加えてこの評定尺
度が，健常例と臨床例の弁別に役立つ可能性も示 
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 本研究では描画の評定者として，臨床家  6  名
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は統合失調症  3  名，気分障害（「大うつ病」「気
分変調性障害」を含む）8 名，適応障害 5 名，不













1）状態像 2）空間構成 3）時間・速度 
4）気候 5）光の量  
6）エネルギー 7）動き 8）雰囲気 
9）現実⇔幻想 10）処理の仕方 
11）健康度 12）完成度 13）インパクト 
14）色合い（濃淡） 


















（第 1 因子から第 6 因子まで，8.972 ,6.137 ,4.970, 
1.422, .646, .561)から判断し，3 因子が妥当と考え





 1 ）柔らかい－硬い 
 8 ）ゆったりした－せかせかした 



































パターン行列，および因子間の相関は，表  3  に
示されたとおりである。先行研究における熟練者
を対象としたデータは  4  因子構造を示していた
のに対し 11） 13），本研究の初学者を対象とした
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 表 3 において，項目の集まりを見ると，8 項目










































































第Ⅲ因子「アピール性」の計  3  つにとどまって
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